[bookmark: _GoBack]施設整備事業の概要（市町関係）

①【医療提供体制　施設整備交付金】

	事 業 名
	事 業 内 容
	補  助  条  件
	基  準  額
	補助率
	実施主体

	1
	休日夜間急患センター施設整備事業
	休日夜間急患センターとして必要な部門の新築、増改築
	休日夜間急患センターとして必要な部門の新築、増改築
	基準面積×基準単価

基準面積
人口10万人以上　
150㎡(特別に必要がある場合、300㎡を限度)
人口5万人以上10万人未満
100㎡(特別に必要がある場合、200㎡を限度)

基準単価
鉄筋コンクリート：558,000円
ブロック：444,000円
木造：362,000円
	0.33
(国0.33)
	公的団体、厚生労働大臣の認める者【地方公共団体の長の要請を受けた診療所の開設者】

	2
	病院群輪番制病院及び共同利用型病院施設整備事業
	病院群輪番制病院、共同利用型病院の施設整備
	病院群輪番制病院等として必要な各部門の新築、増改築
	150㎡（特別の理由がある場合、300㎡を限度）×558,000円
　
加算
CCU整備、SCU整備：1床当たり15㎡
（2床を限度）
	0.33
(国0.33)
	公的団体、厚生労働大臣の認める者【地方公共団体の長の要請を受けた病院の開設者】

	3
	小児初期救急センター施設整備事業
	小児初期救急センターとして必要な部門の新築、増改築及び改修
	小児初期救急センターとして必要な診療部門等を備えるものとする。
	300㎡×基準単価

基準単価
鉄筋コンクリート：558,000円
ブロック：444,000円
木造：362,000円
	0.33
(国0.33)
	公的団体、厚生労働大臣の認める者【地方公共団体の長の要請を受けた診療所の開設者】




②【医療施設等　施設整備費補助金】

	事 業 名
	事 業 内 容
	補  助  条  件
	基  準  額
	補助率
	実施主体

	1
	へき地診療所施設整備事業
	へき地診療所及びその医師住宅等の新築、増築、改築（老朽度が著しいため、診療行為に支障を来たしているへき地診療所に限る）及び改修（既存のへき地診療所の改修は除く）
	へき地診療所として必要な診療部門（診察室、処置室、エックス線室、暗室、待合室、看護師居室、玄関、廊下等）、また必要に応じて医師住宅及び看護師住宅を設けるもの
	基準面積×基準単価

基準面積
診療部門
無床　160㎡
　有床　5床以下　240㎡
　　　　6床以上　760㎡
医師又は歯科医師住宅　80㎡
看護師住宅　80㎡

基準単価
一般地区
鉄筋コンクリート：558,000円
ブロック：444,000円
木造：362,000円
離島豪雪地区
鉄筋コンクリート：558,000円
ブロック：444,000円
木造：362,000円
	1/2
(国1/2)
	市町、公的団体、厚生労働大臣の認める者

	
	
	
	ヘリポートの整備
	ヘリポート1か所当たり
104,292千円
	
	

	2
	過疎地域等特定診療所施設整備事業
	過疎地域等特定診療所として必要な部門の新築、増築、改築及び改修(既存の過疎地域等特定診療所の改修は除く)
	・当該市町に眼科、耳鼻いんこう科又は歯科の診療機能を有する医療機関がなく、当該診療科の医療の確保が極めて困難であるため、眼科、耳鼻いんこう科又は歯科の診療施設を整備する事業であること
・当該医療施設は、当該診療科の診療に従事する医師又は歯科医師が確保されていること
・当該医療施設を設置する市町の平成8年度から平成10年度までの各年度における財政力指数(地方交付税法第14条の規定により算定した市町の基準財政収入額を、同法第11条の規定により算定した当該市町の基準財政需要額で除して得た数値)を合算したものの3分の1の数値が0.42以下または平成18年度から平成20年度までの各年度における財政力指数を合算したものの3分の1の数値が0.56以下であること
	基準面積×基準単価

基準面積
診療部門　160㎡
医師又は歯科医師住宅　80㎡
看護師住宅　80㎡

基準単価
一般地区
鉄筋コンクリート：558,000円
ブロック：444,000円
木造：362,000円
離島豪雪地区
鉄筋コンクリート：558,000円
ブロック：444,000円
木造：362,000円
	3/4
(国1/2)
(県1/4)
	市町

	3
	へき地保健指導所施設整備事業
	へき地保健指導所として必要な部門の新築
	・へき地保健指導所の整備及び保健師の配置は、無医地区のうち人口200人以上で、最寄医療機関まで30分以上を要する地域について行うものとする
・上記のほか、これらに準じてへき地保健指導所の設置が必要と県知事が判断し、厚生労働大臣に協議し適当と認めた地区に設置する
・この事業の実施に当たっては、へき地保健医療計画の策定とその実施に十分配慮するものとする
	基準面積×基準単価

基準面積
指導部門と住宅部門との併設　
120㎡
指導部門のみ　70㎡
住宅部門のみ　50㎡

基準単価
一般地区
鉄筋コンクリート：558,000円
ブロック：444,000円
木造：362,000円
離島豪雪地区
鉄筋コンクリート：558,000円
ブロック：444,000円
木造：362,000円
	1/3
(国1/3)
	市町

	4
	へき地医療拠点病院施設整備事業
	へき地医療拠点病院として必要な部門の新築、増築及び改築
	へき地医療拠点病院の診療機能を高めるとともに、へき地地域からの入院患者の受け入れに応じるための病棟、検査、放射線、手術部門及び医師住宅を設けるものとする。
	基準面積×基準単価

基準面積
診療部門　1,000㎡
医師又は歯科医師住宅　
1戸当たり　80㎡
　　　　　　(2戸を限度)

基準単価
病棟
鉄筋コンクリート：558,000円
ブロック：444,000円
診療棟
鉄筋コンクリート：558,000円
ブロック：444,000円
医師住宅
鉄筋コンクリート：558,000円
ブロック：444,000円
木造：362,000円

	10/10
(国1/2)
(県1/2)
	県知事の指定を受けた者
【へき地医療拠点病院】

	5
	離島等患者宿泊施設施設整備事業
	離島等宿泊施設として必要な宿泊施設の施設整備
	・台風等により比較的容易に交通網が寸断されてしまうおそれがあること等
・宿泊費用を徴収する場合は光熱水費等の実費程度とすること
・設置場所が病院の敷地内(隣接地)であること
・居室が個室であること
	基準面積（室数×40㎡(8室を限度)）×843千円
	2/3
(国1/3)
(県1/3)
	市町、公的団体、厚生労働大臣の認める者




※　基準単価・基準面積は補助の上限であり、実際の整備単価・整備面積がこれらを下回る場合は、実際の単価・面積に基づいて算定を行います。

※　補助条件等については、各事業で異なりますので詳しくは担当にお問い合わせ下さい。

※　当該一覧表は、各補助事業の概略を示しており、詳細については省略されている部分があることをご承知
おきください。
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